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1 . 資料名称等
,'1', 名 ： 源氏 d、'1!絵螺釧化粧箱 ( lxl 67 、 68 )
所）l泌 ： ノゞィエ）レン I r. I ,·r民放 t1.1l物 fif•,所）1泌 ド イツ
i'1111 質朴't辿 ：木製 、［月漆冷 り、 d、'{ 絵、 螺釧 、 平又
所）l湖 番 り· : 26. N .128 
法 ：,l: : 40. 7 X 43. 7 X 50. 6 (令具含む ）




炒墳料は仝休の 印象では1呆{{状態が良 如(. に兄 られたが、 」見介 までに数 1111 にわに っ て修復の rが加 え
れ、 その後 111 .-修埋がか え っ て オ リ ジナルの命）］炉や 1/、V絵を 1切めでしま っ た ものと も：えら れ る 。 後 I 1: 修Ji p_ に
はヨ ー ロ ッパの修似材料と漆の修復材料の両）jが各所に兄 られ、 1 9 111 .-紀 に ト イレ ッ ト ポ ッ クスから化利
箱に 附 部 を 改裟した時、点で金具 を外すなど人 々 的な修Jil l_ がhわれたも のと 息われ る 。
はヨー ロ ッパの修複材料の 卜から被 っ てお り、 h;i 費料が戦後 II 本から輸出 さ i しに
ド イツ 1 叶内で II 本人の 手によ っ て 1 jわれた 11]能'I'生が強 く 、 そ ん なに 」支 し ヽ歳 ） l は経 っ て しヽ な しヽ ように見け
れ Z
図67 修似酌 凶68 修復後
Before restoration After restoration 
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図69 錠令具ぶ'ill分修闊ii i
McLal lock bdorc resloralion 
図 70 錠令 具部分 (1多 1以後
/lcLal lock arLcr rcsloralion 
四r:の修似材料は 11麟\1 1),' ,'国 に緑色の喰料が洲＜ 付,i"t- 、 これは、内部を 改装した II、'i=の ビロ ー ド の桜石
索材 と 名： えら i し る 。 II 緑 部の d炸絵判俗部分 には 金色の喰料 を 喰り込んで い た 。 錠金具（図69 、 70) 、 4足
げ金具、 1外翡金具などはすべて い っ たん取り外 して修j・用が行われたものと 名：えら れ、 釘を緑色の ワ ックス
で 1 り扱イ,'j'- し、 銅釘の 欠廿 1 部分は真録釘 を 祈たに祈袖 して しヽた 。 盗の錠令具は 1111 が つ て付け られ、 新袖の
釘は硲災で打ち 1111 げら i していた 。 打 ち 1111 げるのにハンマー を 川 い たものと ヽり えられ、希裏の本地がへ '­
んで しヽた 。 I I /翡令具は釘で 止めるだけでなく令具· 1 · 1 体 を修Jlj!_材料で1幻't-、盗 ii :_ 1 (1i れの 1偶金具は、金具の ）j
向が本米の 力. j 1 1] から 1 札 l 追 っ て 付 き 、本体か らすれてし ヽ た 。 提げ令具には 、1且い 祢料が付豹していた。 鋲の
涵 r、． の 判附：了h1 り「 は 1几i~r●： t食料が冷 り込 ま 几、右側 I(1j Iｷ. 部の＇ぷは 四if喰利で祈たにオj',!j かれていた。 底裂T(i j に




Detached hyomon before restoration 
図 72 乎文依I ] 腐11, ,·『11分修復後
Dclachecl hyomon aflcr rcslor,1!101 
漆を修似材料 として使） II してい る 部分は令 I(1 i に 及び、相り 漆が各）所にむらに付イ＇＇［ して いた。 牛炉 に ii :_ 1(1i 
の錠令具の間 I J i= l には漆が} '/ < 1留り、錠令具のふ(1 j も 漆がむら に付イ,'j"· していた。 各 I (1 i のカ ト ゥ ー シェ 内の
！ ！』漆 部分 には水節りが流れたおkな 伯かがあ っ た 。 また、盗の II I 板では 1· j祖部分が 、I .' .\ 漆 で冷 り なおさ i してお
リ、 'j翡祭の似んだ部分よりも広い 1 (1 j柏に冷ら i し、 、1且漆部分令体にむらを作 っ て いた 。 品豆どの朱漆唸）I~ 糾
硲·rn 分 は弁杯i漆が冷られ、 ）底 1(1iJi';-J IJ 1= 1 の仝てを リ，し漆で徐 り つぶして し ヽた 。 l し の依lj 腐北部分は '..' ,し漆で 1 りれ幻"i: 、
幻比·rn分は 具 を 祈袖 しており、 具の本米の色合いとは沢な っ てしま つ て いた。 加灼絵や梨地の1蒻んだ部
分も漆と dぷ絵粉を使川 して修狸 を 1 iｷ っ て いたが、オリ ジナルの dH絵 と 合わないだけでなく 、修J'I甘怜j所の
d、\i絵をかえ っ て傷めていた。 銀平文の判落 i洲所は鋲の d、V絵を施 し、銀が鋳化 した色に合わせていた。
修 Jl i !. ,;·{;'j所以外の保イ（状態は、校や朽れが狡料仝 I (1j に 術 く被 っ て いた。 紫外線や経年変化によ っ て漆の
劣化が進行し、漆命） l災には釧かい段文が人 っ ていた。 梨地の部分の冷） l災 はやせて変色 し、金粉が露出 し
て いた (lxl 7 1 、 72 ) 。 糸地の亀裂が蛉板裏側の側板 との扱合部および盗板と ）氏板 に数条人り、 危険 な状
態であ っ た 。 錠金具の土秤I I には剥落があり、 ー ト地が國'I', していた。 ま た、蝶番の釘の）闊辺 に亀裂と泉lj腐H
があり 、提げ金具の ）i';-J I川では一部で焦漆筋膜が俵I] 洛していた。 具が索地の収縮によ っ て各所で泉lj 腐m、具
は一部で割れ、表面iから突出していた。 具の剥腐mは縦の ボーダーに集中 していた。 背 1 (1jの平文が光仝に





修理は国内で行われている指巫文化財の保イ［修JI I !_ と j, i)1菜にわ え 、 11 本の伝統的修似材料 を川 い て 」兄状
維持を基本に行い、以 ,J ,j に q iなわれた後 I 1: 修Jlj!_ 部分の • 部 を い っ たん除l、• し、 I lj. J文似 ） じ した。 1幻じ 箇）iJ1ｷ 
は蓋甲板の黒漆によ る後 Ill:修 」：' I噂I I 分 と 側血や背血の梨地の後 Ill :修 JII憎I I分 を 中心 にh い、 その他の螺釧
平文の後枇修理部分や欠廿廿：府所は似）じせず 、 保イf修J・用 に術めた。 1外J!1 金 具や従げ傘具の欠失 した釘は真．鉢
で復元し、錠令具や 1偶金具は いったん取り外 した後、本米の位 i性 に 」収り 付け 11'1 : した 。 喰 ） l 災 の欠損腐げ）「
口縁部の金乎 1/、'1!絵欠祖部は形状のみ似几 し、 ） NJI川 に 色 を 合わせた。 本fl 清］内部の化枡容岱を糾lめる 部分
は修復対負玖外 とした 。
修則材料は螺釧には ）l蓼 、 その他の 部分は漆を使川 し、補助材 として合成樹）指 を 川 い た 。 修J用 にあた り
デジタルX綜透辿 'lj真廿炒診 ( J:xl 73 - 77 ) と 並光X線分析を行い、構造、加飾や漆 1 ·.技法の 各 1(1i から 泄；j 介
を行 っ た 。 修J州後に本究料に合わせて糾の油 りt と桐箱を 制作し、 i籠外での湿度の変化に対応するため、
桐箱の内側 I ·. 部 に 60% の 成，l湿材 2 ケ 一 スを設 j;り した 。
修 Jtl !.1 U贔を f- rJ,j に定め、その内容の変史については、修複者と束京文化財研究所のtll・ ヽ 1 ,, 府が協議 し
決定す るものと した。 作業は東京文化財1in究所の第 1 ア トリ工で200 2.i j'. から 200 4-1-1'- の 2 ヵ 介かけて行
t~ ~ o 





図75 テジ タル X線透過廿妙診
X-ray radiography X ray ra cli o如tph v
図 77 テジタ ル X線透辿柚妙診
X-ray racliogr;1phy 
( I ) 修 J:り囁調杏お よび与真オ蔽彩
修即州のよ地、下地、 iiか絵、後 111 .修岬ぐ｝の状態 を確認 し、記録に切めた。 また 、修」111. li \ i の ' lj'.真1蔽彩を
し、修埋後 と 比餃出米るようにした。
デジタ ルX線透過与真撮彩を束京文化財研究所の三iil1定俊氏が釘い、来地の村り姑や後 111 .·修 J用の現状を
確認、した 。 幽光X線分析は東京文化財研究所の平川泰 1Jム氏が行い、 ii、}絵技払や材料の 乱.',']杏 を 1 j・ っ た。現
査料の下地、 塗 り 、 螺釦、蒔絵をそれぞれ技法の上か ら 晶l査 し、現在の協みの現状を把握した 。 また 、
後111 .·修叫の状況を判断するため、紫外線ランプによる発光与真 を 1蔽影した（図78 、 79) 。そ の結果にも
とに糸HIかな修理工程を決定した。 蒔絵の復元資料にするため、蒔絵の 5 1咋から 10倍の拡大写真を撮影し
t~ 
しー 0 
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X線透過写真から原資料の素地は柏の指物イII り で、 1り を 廿めで合わせ、 11 緑部 を 中心 に布豹せが忍め
られた。下地は荒い褐色の地の粉 と 砥粉の漆 1,·地で2 11,j か ら 3j1 I  }j他 し 、 ィiH い だ後に 、［月色顧料 を合んだ漆 を
薄 ＜塗り込み、その上か ら ）厚 さ 0. 2-0. 25 りの飽の湘具 を ）j蓼で貼 り こむ。 具 の段），図を 砥粉介りで東各え 、 , Iｷ. 
体の貝と下地を平滑にwr いだ後に 礼りい, , ,: 文 をボーターに貼 り込む。 漆唸 り は ，＇且色漆を J j1j iーlf. <冷 り込み 、
その上か ら深い褐色の透 き漆を数 j11j 唸 り国ねて ）仔い て イ L I け沼） 。 ）氏 には 1ヽ・地の I ·ーの 、開色漆は兄 られな
しヽ。中塗り面にオi111i き ;;.-;: き II で文オ姐を 漆で札＼ き 、 令粉 を 1/、I{ < 。 ii.Ii 絵は研 ぎ 畠 し ii、1,; 絵、松l 合 い ィi) 「 ぎ 畠 し ilY
絵、平蒔絵、高 1/ぷ絵を iJ!―: J ll する 。 ii、',i絵には廿'j き 'i i lJ り、 ,JI っ 掻 き 、 付 け札＼ き、 り）り令、 iぷいなどの技法が
観察され、純度の児なる金の iiぷ絵粉が効米的 に川 い ら れてい る。 木地の各所に オ リ ジナルの釘が刺 さ っ
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図80 錠金具の取り 外 し
l<emoving the metal lock 
似1 8 1 I I令絵表面のク リ ーニング
'leaning the rnaltie surface 
図82 蒔絵の漆固め
onsolidating the makie 
(2) 金具の取り外し（図80)
燕に付く 錠金具 をい っ たん取り外し、本体とは
別に保怜 した。 ‘り初、 金具の取り外 し は最低限に
するとの修理仕梯であ っ たが、正側面の錠金具や
Iり翡金具の）むJI川 に修岬材料が） '/ く 付着 し ていたこと
か ら 、 側而）,: れの似令具以外の金具を全て取り外
し た 。 釘の取り外 しには釘の形状や大き さに合わ
せて 2 柾類の追具 を 新たに製作 し 、 プラス チヅク
シ ー ト を併川 し て令具 に偽をつ け な いように慎重
に取 り 外し た。 取り外 した金具 は 削後）I: れが分か
らなくな らな い ように発泡ス チロ ール製の ヽ'( )j休
に取り 付け似祁，ゞ した 。
( 3 ) ク リ ーニングと ,_jffI 1-: (I: 敲 1 8 1 )
査料州(1i を 設 っ ている校や巧れのク リ ーニ ン グ
は、 ℃枠を使って校を 払 い、 水 を洸い さ らしの綿
布に含 ませ l 狩；：に収り 除 し、 に 。 1 1 1翡令 具が」 ［又 り 付け
て あ っ た ） 1『l I J H には 1几i i'(の喰料が付イ''j°- し て お り、無
水エ タノ ールやアセ ト ンを 川 い て除 L した。
た 、 11 緑部 1村側 に付,i\ して し 、た桜芥· 索材の除l~ も
同様にアセ ト ンや T11 r「 などの イ i機溶剤 を 1史川 し
た 。 ' 1 ,, 初 、 シェラック内の 1 J Lj j f 喰料が仝 I (1j を 玖I に
毅 っ て い ると 、以われたが、- の材料は後 111 .-修 JIi i_ の
漆 でほと ん どの蕗 はク リ ーニ ングが出 米 なか
た 。 唸股、 螺釦や .,: 文の地I] が約の 危険のある 箇所に
小） ＇［ に 切 っ た ）(ff改紙 を牛裂沐別で貼 り、 作業中での
糾落 を f防 した。
(4) 1黍 li'il ダ） ( I火 1 82 )
劣化 し た唸膜の釧か な段文を 補強するため、 漆
囚めを 利 っ た 。 漆 1川めは透き漆と 11 本）壻の 1 1 ・： 漆を
混合 した漆 をク リ ーン ‘ノ ルGで 4 1{',: に 希釈 し 、 断
文に合 ませた後にふ(1 jの漆を ‘ノじ 令に拭 き 」［又 っ た 。
また、 J:紺絵粉の周訓の硲股 を 強化するため、玲膜
に使） ll し た漆に さらに梨地漆 を 枇合 し 、 1討絵部分
に漆閻 めを 同様の ）はで行 っ た 。 釦）ヽj側の朱漆部
分も蒔絵と I i i] オ設の漆 を使川 し て 漆詞めを 行 っ た 。
打損等 に よ っ て下地が露出 し た部分 に は リ グ ロ イ
ンで薄 く 希釈 した麦漆を合浸 し 、 崩 れかけた下地
を補強した。
(5) 亀裂部の補強と接着 （図 83)
蓋 と底板には素地に亀裂が辿行 してお り、凡険
な状態にあった。特に、盗災には甲板に亀裂が 2
条あるが、菟表には まだ亀裂がでて い な い こと カ
ら、螺釦などの剥落止めよ り も先に俊先し て索地
を接着 した 。 亀裂悩YJiJ「 に リ グロ イ ンで希釈した支
漆を含浸 した。余分な漆は溶剤で元仝に拭 き 取
り、十分乾媒 させた。 ）氏板の亀裂腐j Jifi は 内側 にビ
ロードがJ[青 られて い ることから、 漆が附側に回ら
ないよ うに- , • 分汁瓜した。 亀裂の祉i強は 2 度行っ
た。 —I ·分 に乾煤後、窄隙のあ っ た）氏板の亀裂部分
にやわかい刻';' ; を 如炭し索地を完全に桜豹した。
(6) 菟 内裕 ） l岱の糾洛止め
内側の朱漆祢膜は錠金具の裏側や蝶番の ）id Ii:! で
剥離していた。 リ グロイ ンで希釈した文漆を 地I] 淵f:
部分に合浸し、ふ(1iの余分な漆を収り L り クラン
プやヒゴを 川 いて糾落 ii ·. めをした。
(7) 螺釧の剥浴止め（図84 、 85 )
はじめに、螺釦糾詞H部分の ） ,~ 着作業をするた
め、化粧箱に合わせた木枠を作製 した 。 各 1川の木
枠には移動可能な伐を設け、修J' II j;-(ij所に対店で
るような梢辿にテザイ ンした 。 依lj 腐If: した具 は衣 1(1i
から 突 什＼ し、部分的に割l れている 部分があり、修
理で平滑にすることは出米な い ことから 、皐鼎誰 し
た貝が今後糾洛 しないようにするにWf めた。 ；J~ lj )J.\[t
した具に似'.1 \( した 1 6 ~20%粕膠水浴液 に少 ：代の工
タノール を 加 え 合汝 し、余分な膠は拭 き 」収り、竹
ヒゴや木製枠 を 川 いて ） 1 五•'i した 。 ）l蓼が合汝しに＜
い部分はポ I 廿 i に工タノ ールを合ませ合汝しやす<
した 。 ）王オ\· には具の I ·. に サ ランラッフ゜ とフ゜ ラス
ックシー ト を 凶 き 、具 を 1蒻めないようにした。
(8) 平文の ）_I: オt-
銀平文の船J It.Hf¥ f笥所は背 1 (1i の一 ・ f/;'j所だけで、 'V· . . ・＂
が反り返 っ て いた。 はじめに）又 り返り を 直すため
籠甲箆で形 を修 11 :. した 。 次 に 、地lj ]訛 した •1 i.. 文部分
に調整した炎漆 を箆で凶 き 、本枠 とヒゴを 川 い て
ゅ っ くりイljl はすように）I: イ＇『し た 。 アク リ ル板 と 洲f.




Adhering the cracks on the lid 
lmprcgnaling animal glue into parts of detached rade1 
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図86 錠令具のクリーニング
'leaning Lhe metal lock 
l{callaching clclachccl urushi coaling film 
( 11 ) 後 111 _修Jlj!_ の 除・1、・ (i:;< 1 88 、 89)
(9) 金具の クリーニング（阪1 86)
金具はすべて銅製の金緩金で、フランス ・ ペル
サイユ怜；殿の トリ アノン ',,; ,,· にある類品から隅金具
の一•予1il l に糾がさされていたと名：えられる。 しかし、




の節料 とワックスは後 Ill :修 J州で令具 を収り外し、
印幻取り 付け るときに 1叫令具が外 1 しな いようにし
た処凶と名： えら i し る。喰料 と 緑け鉛、ワ ッ クスを
糾囁にアセト ンやT II ド を 含 ませ」収り除いた 。 1外翡
令具-~ 1(1i の 巧れも l, i J 小晶の浴剤で軽 く 拭 さ 」 収 っ た 。
錠令具には叫しの他に表 皿 に漆が各所に付着· して
おり、 その漆 をさ ら に 除L しようとした :J」翡亦があ
た 。 4、'i' に 俗 の錠令具は強 く 屈 きなおさ れて お
り、ふ(ii の 令鍍令が紺 〈って 人 る 祁分かあ っ た 。
令具の漆は 出米 うる 限リ竹箆で」［又り L リ、 I外り令具
ク リ ーニングと 11 i]~: 贔の浴剤で軽く 」式 き 取 っ た 。
( I O) 、1 且漆命）炭の 菜lj 落 Ii ·. め ( j '.x j 87)
：且漆喰膜の地鼎．雅はポー ダーの具の いJI Ji:I と I I 緑部
分、蝶番）， ' i'J 辺 に集 ,,, して い た 。 箪IJ r各 止めには リ グ
ィ ンで希釈 した文漆を 使川 しにが、 具 の佑J IJH の
漆冷） j岱の 地lj 淵 i忙rn分は 具 の色合い を 芳 え 、 具 の 1~· に
漆が I I I らな いよ うに I ·分注ぷした。 11 緑部分や蝶
番間辺 も 11 i]~: 焔に調格 した 玄漆を合汝し、 II 緑；1i l l分
は糾爵ff: 箇所にシナ合板 とゴム を 附 き、クランプで
) I: オ？、蝶番J ,' ;·J 辺 は本枠 と ヒゴを ） ll し ヽて 皐lj 炉各 什 ．．め し
t' -0 
似几箇所は後 Ill修岬い っ たん取り外し、 卜地 を 内各えた 。 側血の 各 1(1i にあ る 後 Ill _修 J州の梨 r地爵I )分は 、
・ ト にオ リ ジナルの蘭絵がある可能甘かあ ることから 1良軍に除l、 した 。 除L にはクし~!i',l を 切 れなくした彫刻
) r'. ヽ・り を 川 い金）萬粉を除 l~ し漆はクリスタル#2000 を 使 っ て 除l、• した 。 梨地の後 1 廿修 JII'. は打担部分を糾
っ たもので、 ・ ト地が露出 した部分を 中心に行 っ たものと名：えられ、 ,i:. 1(i / ,~ の似元悩Y所以外では 卜`の 1/対絵
はなくなり、），',:j 訓の曲絵もすでに失われていた（図88) 。 蛉 l ド椒打損の後 111 .-修 JJI'. 部分は何炭も漆が塗り
］ねられ、仝休に摺漆が被 っ ており、はじめに斑に被っ た摺り漆を除去するところから始めた 。 蒔絵部
分の保設のためパラロイドB72の無水エタノール9対純水1の20%浴液を鉛でWi'絵の」 ． に直核 +i'11i き乾燥さ
せた。 摺り漆の除去には糾lかくつぶした砥石粉と水を含ませた）此皮を使 っ て丁卯に取り 去 っ た 。 何度も
祢り匝ねだ漆部分はク リ スタル#2000 、 #3000 を使 っ て慎重に研いで除去した。 JUI んだ打損 I中の漆も全て
取り除しヽた 。
__ _J  
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fore restoration 
(12) 蒔絵の似）じ ( l:x l 90)
後世修埋除l、: /\ I I分や 卜地が面出 していた箇所 l
周圃に合わせて俊元した。 l紺絵粉は梨地 m1分の ＇凪
光X線分析帖呆を元に95%令と 5%銀の配合で介
金した少々行みのある令粉を金沢 にl.'i: i l :_ し、 ）瓜賓
料の梨地粉に形状を合わせた7 'ル か ら 3 Iり粉 を 作
っ た。梨地の似元は、）瓜賽料に 直按金粉 を d、\i く紗
元方法ではなく、 d、Iii絵フィノレムを別 に作り貼 リ
こむ方法をと っ た 。 こ の 力払の利、,_',,、 は査料 I ·. での
作業が最低阪 に減 らす ＇ドか出米 る 、,,' ,( で 、 費料に fl
担や1蒻を つける 11r ti侶性が低滅 さ 几 る 。 また、数 I' ,·
年経 っ た漆は透けが辿み、劣化に よ っ て艶が , · , 然
に消えてい る ＇ドか ら 色や表伯 を 合わせ ること が難
し い 。 別 に作 っ た d、'ii絵 フィ ルム を II 光 に‘り て劣化
と漆の透けを辿行 さ せ、 1幻じ r;-:;'j 所の間 IJJ:I と 表村iが
的） II染んだタイ ミン グで貼 り こむことが出米 る 。 似
元にあた っ ては、 ' j ,;. I ji j に 1/、'ii絵了椒 を 竹製した。 d、'ii
絵フィルムはスラ イド ガラスに 1 L11i絵を行い、表 j(ti
を仕土げた後に水 に付け込みス ラ イド ガラス力
剥がした。 1幻じ,::ぐiI iJ1ｷ に似賓料 と l叫記こ，かみの強し 、
弁柄漆を、,,',,:状 に付け ド準価をした。 フィ ルムは似
元箇所に合わせて 切り収り 透 き 漆で貼り こんだ。
(1 3 ) 黙漆釦l羹の似）し （図91)
篤 甲椒のオ r1且部分はオ リ ジナルに近い色の 1、地
をするため山科の地の粉と砥粉 1サ也 を 中心に使っ































Part where traces of a past restoration was found, aflc, 
restoration 
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込んだ漆を薄＜ 塗 り込み、 黒味の強い透き漆を 3 回塗 り込んだ。上塗 りはク リ スタル#2000 、 #3000 を 使
い表而を研 ぎ、摺漆 2 回、胴摺り、摺漆 2 回、 磨き 1 回して仕上げた。復元部周囲の黒漆部分も指に少
屈の窮き粉を付け軽く撫ぜて斑をと っ た 。
(14) 欠廿1部の成形
脳板の亀裂允i炭箇所に錆下地 を施した。 「I 緑部分の咆膜と平蒔絵欠損箇所を成形する ため刻苧と下地
をした。 黒漆部分は黒錆を し、 金の平蒔絵部分は令色錆を施し、 それぞれ呂瀬漆と透漆で固めた。
(1 5 ) 際鈷
舟糸I] 浴防 Il. のため塗膜の際に極＜少量の細かい錆下地を付け、触指による 1—り象I] 落を予防した。際錆は
周 I川 の色 を名胞し て 内部は本朱錆、外部は黒錆を使用した。
(16) 釘の復元と金具の取り付け
欠失した釘を具録下製作した。釘は頭の丸い既成の釘を オリ ジナルの艮さに 切り 、 打 っ て作っ た形状
に合わせた。 俊元した釘の数は 1偶金具 4 本、提げ金具の 2 本で盟錠金具の後 Ill修£1 11. 1 1、'i= に新祉］した釘は 5
木 とも仝て作り 直 した。 1偶金具の釘穴にはオ リ ジナルの釘がし っ かり残り、抜くことが出米ない事から
リ ュータ一を使 っ て釘を 必要最小限削 っ た 。 釘穴は刻苧で適度 に充取し、 し つ かり 1偶令具が詞巫する よ
に調節した。 1偶金具の歪みは手で形状を微調整してから取り付けた。 1偶金具は一枚の鋼版 を 折り 1l t1 げ
て製作 しており、継ぎ目が側面に向 く よ うに付け られて いたと 考える 。 .1 1 :_ 『1i,1 , _卜 の 1外翡金具が児な っ た方
向 に 向 き 少々ずれて付いていたことか ら 、本米の位洒に直して取り 付けた 。
(1 7 ) 与真撮影および記録
修理前に撮影 した写真に合わせて修理後の｝蔽影 を 行 っ た 。 修理記録をまとめ、視査料の修似を終了 し
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On the Restoration of "Genji Makie Raden Cos1netic Box" 
in the Collection of Staatliches Museum fur Volkerkund 
YAMASHITA Yoshihik 
Urushi Conservator 
Name of the objecl: "Genji Makie Raden Cosmetic Box" 
Owner: Staatlichcs Museum for Volkerkund 
Inventory number: 26. N. 28 
Dimensions (cm) : 40.7 x 43.7 x 50.6 (including metal fittings) 
Condition of Damage 
Although the overal impression of Lhc condilion of preservation of the object was good, it wa 
believed that repeated restorations of Lhc objecl in the past must have caused damage to the original 
urushi coating and mahie. Inreality, traces of European restoration materials and traditional restoraｭ
tion materials for urushi objects from previous restorations were both found at several placゞッ，
suggesting that a major restoration had been conducted in the 19th century during which the inside of 
the box was changed from that of a toilet box to that of a cosmetic box and metal fittings were 
removed. Moreover, since urushi was coated over European restoration materials and since the object 
had not been exported from Japan after the War, there is a great possibility that it was restored not 
so long ago in Germany by a Japan 
Among Western restoration materials, green coating material was found applied thinly around th 
rim of the objecL This is believed Lo have been used Lo adhere velvet when the inside of the object wa 
changed. In addition, gold coaling material was applied to the parts on the rim from where mahie had 
become detached or falen. The melal lock, handles and corner fittings seemed to have been removed 
during restoration. Green wax was used Lo realach Lhe nails, and new brass nails were made t 
replace missing copper nails. The lock on Lhe lid was attached at an angle. The new nails were bent 
intentionally on the reverse side of the lid and a hammer seems to have been used to do this since ther 
was a dent on the substrate. The melal corner fittings were not just nailed but also adhered with 
restoration material. The metal corner fitting on the right front was attached in a wrong direction and 
not completely in line with the corner o:fthe body of the object. Black coating material was found on 
the handles. Western coaLing maLerial was applied Lo the parts from where silver beads had falen. 
The cloud on the upper porLion of Lhe righL side of Lhe box was drawn anew wiLh Western coatin 
material. The inventory number was written on the underside of the bottom board and coated with 
transparent material, buL Lraces of Lhis maLerial were found over the entire surface of the bottom 
board. 
Parts where urushi had been used as resLoraLion material was found everywhere, but suri urushi 
was found to have been applied unevenly at many places. Especialy, Lhere was a very thick coating 
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of urushi around the metal lock in the front and there were even some traces of urushi on the surface 
oI Lhc lock. There were traces of what seemed to have been water droplets and water streaks on the 
black urushi portion inside the cartouches on each side of the box. Parts damaged by impact on the 
urf ace of the lid were recoated with urushi, but since the recoating was applied over an area larger 
than Lhc ac しual damaged parts, there was unevenness over the entire black urushi portion. Benga位
11ms/1i was applied Lo those parts of vermilion urushi that had been losl on the reverse side of the lid 
-incl Lhc periphery of the bottom board was completely covered with black urushi. Shel pieces that had 
become delached were re-adhered with black urushi. New shel pieces were made for those that had 
been losl, causing a difference in the color of the shel pieces. Damaged parls of Lhc hiramalzie and 
II (/、':i /11ji were also repaired with urushi and 叩akie powder. However, in acldilion Lo being not in 
harmony with Lhe original mahie, they had damaged the 、111l、o/a:e on Lhe restored parls. S il ve r 、mahie
powder was applied to parts from where silver hyomo11 had falen, and Lhe color was adjuslecl Lo that 
of Larnishcd silver 
In adcliLion to the restored parts, the entire surface of the objecl was covered Lhinly wilh clusl and 
soiling. Urushi had deteriorated due to the effects of ullraviolct rays and LI 
Lhcre were fine cracks on the urushi coating film. The coating malerial on Lhc 1as/1iji had clclcriorated 
r•ncl changed color, exposing gold powder. Cracking of the subslrale was 「o uncl al severa I places on 
Lhc joinls of the reverse side of the lid and the boards on its side as wel as on Lhe lid board and th 
bollom board so that these parts were in greal danger. The upper parl of Lhe rnelal lock had become 
delached, and the foundation was exposed. There were also cracks and clelachcd par ls a round the 
nails of the hinges. Parts of the black urushi coating film around Lhe handles had become clelached. 
hel pieces had become detached and falen from many pla 
some of しhe shels had cracked and were prolruding from Lhe surfaゞゞ・ were 
「o und mosly on the vertical borders. I-lyomon on the back had b 
in greal danger of faling. In addition to traces of damage by impacl found everywhere, Lhere were 
also lraccs of water streaks on the vermilion urushi coating of Lhe reverse side of Lhe lid and partial 
Restoration Specifications 
IL was clccicled that restoration be done with the maintenance of the presenl condiLion in mind and 
using LradiLional Japanese restoration materials, as is the case in Lhe resloration of designated cultural 
properties in Japan. Traces of past restorations were removed in part temporarily and reproduced 
later. Such reproduced parts concentrated mainly on those parts of the lid top that had been restored 
with black urushi and the restored nash切 on the back of the object. Other parts restored in the past, 
including raden and hyomon, were not reproduced but simply restored for preservation. Missing nails 
of the metal corner fittings and handles were reproduced with brass. Metal lock and corner fittings 
were removed and replaced in their original positions. Only the shape of the missing coating film and 
gold hiramalcie on the rim was reproduced and their color matched with the surroundings. The inside 
of the object where cosmetic containers would have been kept was left untouched. 
Animal glue was used as restoration material for the raden while urushi was used for other parts. 
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Synthetic resin was used as supplemenlary ma Leri al. X-ray radiographs were la ken and X-ray 
fluorescence analysis was conducled lo sludy lhe slruclure, decoralion and urushi lcchniqucs. After 
restoration, silk fabric and a paulownia box were made for sloragc. Two cases o[ a humidilyｭ
controlling agent (adjusted to 60% Rl I) were placed inside lhe upper parl of Lhe s し〇 rage box in order 
to meet changes in humidity oversea~ · 
These restoration specificalions were cslabl ishcd before lhe aclual work was slarled, and any 
change to these specificalions was lo be discussed belvveen Lhe conservalor and Lhe person in charg 
of restoration at the National 1 如 esea rch Insし ilule for Cultural Properties, Tokyo and decided. Th 
actual work of resloralion was conduclecl over a period of two years, between 2002 and 200LI, al lh 
Restoration Studio 1 or lhe Nalional Research Institute for Cultural Properties, Tokyo. 
Processes of Restoration 
1. Preliminary invcsligalion and pholographirr 
Condition of the substrate, foundation, mnlie and past restorations was confirmed before restoraｭ
tion and recorclccl. In adclilion, pholographs were Laken before restoration for comparison aflcr 
restoration. 
X-ray radiography was conducted by Miura Saclaloshi of Lhe National Research Institute for 
Cultural Properties, Tokyo in order lo confirm the slruclure of the substrate and the present conclilion 
of past restorations. X-ray fluorescence was conduclccl by Hayakawa Yasuhiro of the same Institute 
in order to investigate the 、ma/,ie technique and materials. The foundation, coating, raden and 切akie
of the object were investigated from Lhe aspect of their techniques, and the present condition of 
damage was studied. Furlhermorc, in order lo dclcrminc lhe condition of past restorations, UV 
photographs were la ken. Delails o f しhe processes of resloralion were decided based on results of th 
investigations. Pholographs of ma!a'e magnified 5 to 10 limes were taken for use a 
reproducing Lhe ma/tie. 
It was found from X-ray radiography lhaL Lhe subslrale of Lhc objecl is made of cypress boards thaL 
have been assembled at corners. N, • mol,ise was applied around lhe edges. Two to three layers of urushi 
foundation using coarse brown ji11olw and /0110/w were applied Lo make Lhe foundation. Afler 
polishing, the object was coaled w i し h a Lhin layer of urushi conlaining black pigmenl. Then thin shel 
pieces of abalone approximately 0.2 to 0.5mm  were adhered wilh animal glue. The difference in level 
caused by the shel pieces was adjusted wilh sabishilaji. J¥.flcr polishing the shel pieces and founclalion, 
thin hyomon was attached to the borders. A しhin layer of black urushi was applied once, folowed by 
.、 Ling layer and then sprinkling gold 
powder. Several typ 
makie, hiramakie and lnlwmal,ie. DccoraLivc Lechniques are observed on Lhe makie, including kakiwari, 
hikka!,i, tsukegaki, /ciril,ane and silver beads. Gold 加dde powder of varying purities is used effectively. 
X-ray radiography revealed LhaL Lherc were original nails at several places of the wooden substrate. 
一
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2. Removal of the metal fittings 
The metal lock on the lid was removed temporarily and stored separately from the object. At first, 
it had been decided that the removal of the metal fittings would be kept at a minimum. However, since 
there was a thick trace of restoration materials on the metal lock in the front and around the metal 
corner fitings, aq the metal fitings were removed with the exception of the handles on the left and 
righl sides. To remove the nails, two types of tools were especialy made to fit the shape and size of 
the nails. The nails were removed carefuly, using a plastic sheel, so as not to damage the metal 
fittings. The removed metal fitings were temporarily attached to a cube made of polystyrene foam 
thal Lbcir positions would not be mistaken, and stored. 
3. Cleaning and facing 
Dusl and soiling that covered the entire surface of the object were cleaned by firsl removing them 
with a brush and then wiping carefuly with moist cotton. Absolute ethanol and acetone were used to 
remove Western coating material from areas around the melal corner fiLtings. 〇rganic solvents like 
acelone and THF were also used to remove the adhesive malerial around Lhe inner side of Lhe edges. 
AL first iLwas believed that Western coating material like shelac was covering the entire surface 
unevenly, but it was found to have been urushi used in a pasl restoration. It was nol possible Lo clean 
lhis uneven coating. Smal pieces of gamjJi paper were fixed wilh whea L starch pas le Lo areas of the 
coating film, raden and hyomon that were in danger of becoming delached so as Lo prolccl them 
during restoration work. 
4. Consolidation 
In order to reinforce the fine cracks on the deteriorated coating film, urushigata切e was applied. For 
urushigata加， a mixture of suki urushi and Japanese raw urushi was dilulecl four Limes with Clean Sol 
and impregnated into the cracks. Excess urushi on Lhe surface was wiped of compleLely. Furtherｭ
more, in order to reinforce the coating film around the mal,ie powder, na、)hりi urushi was aclclcd to the 
urushi used for coating. Mugiurushi diluted thinly with ligroin was impregnalecl inlo parls where the 
foundalion had become exposed clue to impact damage in order Lo reinforce しhe damaged foundation. 
5. Reinforcement and adhesion of crack 
There were cracks on the substrale of the lid and the botlom board, causing great danger to the 
cracks had 
not advanced to the surface of the lid, their treatment was given priorily. Thus, Lhe substrate was 
reinforced and the cracks fixed even before reattaching the delached raden pieces. Mugiu加shi diluted 
with ligroin was impregnated into the cracks. Excess urushi was completely wiped of with a solvent 
and the area was dried sufficiently. Since a piece of fabric covers the inner side of lhe bottom board, 
the cracks were treated carefuly lest the urushi affect the inner side. The cracks were reinforced 
twice. After drying, soft kokuso was impregnated into smal openings around the cracks on the bottom 
board in order to adhere the substrate completely. 
6. Reattachment of the detached coating film inside the lid 
The vermilion urushi coating film on the inside had become detached around the back of the metal 
lock and the hinges. Mugiurushi diluted with ligroin was impregnated into these areas and excess 
urushi was wiped off from the surface. Then clamps and bamboo sticks were used to firmly reattach 
,IL 
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the coating film. 
7. Reattachment of the detached 加den
In order to reattach the delached raden pieces by applying pressure, a wooden frame was made t 
fit the cosmetic box. The slruclure of Lhc frame was designed in such a way thaL each side of th 
frame would have movable crosspieces LhaL could be moved Lo necessary places. The detached shel 
Lhal .it was nol possible Lo lay 
measures were taken to prevent these pieces from faling in Lhe fulur 
A mixture of double boiled 20% animal glue solution to which a small amount of ethanol was added 
were press stabilized by using bamboo sticks and other types of wooden sticks. Parts where it wa 
difficult to impregnate animal glue were first treated with ethanol to make impregnation easier. Th 
shell pieces were covered with plastic sheets to protect them during press stabilization. 
8. Press slabilization of hyomon 
Detachment of the silver hyomon was found only at one place, at the back of the object. 1-Iyomon 
foil was warped and curved out. First a Lortoiseshel spatula was used to readjust the shape of th 
hyomon. Then slightly dried mugiu双shi was placed on the parts of the body from where the hyor. 沈on
had become detached and the foil was slowly stretched and press stabilized by using a wooden fram 
and bamboo sticks. Acrylic sheet and plastic sheets were used to flatten the hyomon as much a 
possible. 
9. Cleaning of the metal fittings 
The metal fittings were al made of copper and gilded with gold. Because of similar metal fittings 
found on objects at Trianon at the Versailes, it is believed that the metal corner fittings wer 
partially colored wilh a black malerial. However, althe colorings had been lost. There were trace 
of Western coating material on the back of Lhe meLal corner fittings that had been removed at th 
beginning of restoration and some verdigris paLina was observed as wel. There was also some green 
colored wax on the Lip of しhe nails Lhat were used to fix the metal fittings. Itis believed that thi 
coating material and wax were applied in a pasL resLoraLion, when these metal fitting were temporarｭ
ily removed, inorder to prevent the corner fitings from becoming loose. The coating material, patina 
tton swabs moistened with acetone and THF. Similar so lvent •· 
urushi was observed at several pla 
attempts that had been mad 
polished with force so lhal some of lh 
was removed with a bamb 
Detachment of the black urushi 
that urushi. The metal lock on the lid, inparticular, had been 
Id gilding had been damaged. Urushi on the metal fitting 
ible and wiped off with a solvent similar to that 
ating film 
bservcd mostly around the shel pieces on th• 一'
border as well as around Lbc rim and lhe hinges. M叩U直shi diluted with ligroin was used for 
reattachment, but exlra care was Lakcn in lreating Lhe urushi coaling film around the shel pieces lesl 
the color of the shel pieces be afected. Similarly clilulecl mugiurushi was used around the rim and th 
-—_J 
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hinges. Plywood board and a sheet of rubber were placed near the detached coating film on the rim 
and clamps were used for press stabilizing. Detached coating film around the hinges was reattached 
using a wooden frame and bamboo sticks. 
1. Removal of past restorations 
Pasl rcsloralions of parts to be reproduced were temporarily removed and the foundation adjusted. 
Nas/1ji c1pplied in past restorations found on the sides of the object was removed vvith extra care since 
Lhcrc was a possibilty that the original nwl,ie may be hidden under Lhe 恥砂i . A sculptor's knife with 
ils Lip blunlecl was used to remove the mcLal powder. Crystal #2000, a kind of whelstone, was used to 
remove Lhc urushi. Nash坂 had been applied in past restorations to repair parls clamagecl by impact; 
Lhis was believed to have been done mainly on those parts ¥3/here the founclalion had been exposed. 
l Iowcver, iLwas found that the 切a/iie underneath the nash切 had been losl on parls Lo be reproduced 
Lher Lhan the front left, and the 1仇al,ie around these parts had also been losl. Urushi had been 
repealcclly applied to areas on the lid top that had been restored in the pasl, and suri 11rus/1i had been 
used Lo cover Lhe entire area. Thus, it was decided to remove the uneven coaling o 「 s1 1 ri . 1t rt t 、s lti first. 
In order Lo protecl the 切al,ie, a solution of Paraloicl B 72 dissolved in absolule elhanol and pure water 
(ralio of 9 : 1) vvas applied over the mal,ie and alowed Lo dry. Suri 1げぬ柏 was removed carefuly by 
using finely crushed whetstone powder and a piece of so[L leather (deer) moislened wilh waler. 
Coa し ings of urushi that had been applied a number of times were removed by polishing wilh Crystal 
#2000 and #3000. Urushi inside dents were also completely removed. 
12. Reproduction of the ma/,ie 
Parls from past restorations where the foundalion had become exposed were reproclucccl Lo match 
Lhe surrounding areas. Based on the results of X-ray fluorescence analysis, special order was placed 
Lo a ma/de powder manufacturer in Kanazawa (Ishikawa prefecture) for gold powder made from an 
aloy of 95% gold and 5% silver. Powder ranging from size 7 to size 3 was made Lo malch Lhe nashiji 
powder used on Lhe object. Rather than directly sprinkling gold powder on Lhe objecl, iLwas clccicled 
Lo make a film of makie powder and to apply Lhis film in order Lo reproduce Lhe m1shiji. The 
aclvanLage of Lhis method is that by minimizing the amounL of work iL reduces しhe possibility of 
ausing damage to the object. In addition, the Lranslucence o[ urushi LhaL has been used for several 
hundreds of years becomes greater and the urushi loses its gloss clue Lo clelerioraLion so Lhat it is 
clificulL Lo maLch the color and gloss. By exposing 1仇a/,ie [ilm to sunlighL, iLis possible Lo cause 
delerioraLion and advance the change in translucence arLificialy so thaL the film may be applied at 
the exact time Lhat the texture of the makie film matches that of the surrounding areas. Prior to 
reproducing the 切a/,ie, a sample 切alcie board was made. The ma/,ie film was made by sprinkling 
makie powder on a glass surface. After finishing the surface, this was immersed in water and the film 
was removed from the glass. Parts to be reproduced were prepared first by applying smal drops of 
very red bengara u戊shi, just as found on the original. Then the film was cut into pieces to fit the parts 
to be reproduced and adhered with suki urushi. 
13. Reproduction of the black urushi coating film 
The parts on the lid top that had been damaged by impact were restored by applying urushi 
foundation made from Yamashina jinoko and tonolw. This foundation, whose color was made to 
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match that of the original foundation, was applied lwice. Then urushi inlo which a smal amount of 
black pigment had been kneaded was applied Lhinly. This was folowed by applying dark su/d 1rushi 
three times. The surface of the final coaling was polished by using Cryslal #2000 and #3000. This waｷ  
then folowed by two applications of s1ri 11mshi, doz1tri, lwo more s1ri 11 rlf、':ihi and one prnccss of 
polishing. The unevenness of lhc black urushi parls around しhe reproduced areas was also removed 
with fingers by lightly polishing wilh powder 
14. Shaping of the missing parls 
Sabishitaji was applied lo lhc parts of lhe cracks on the bottom board that had been filed. Kolwso 
and foundation were appl iecllo sh ape しhe coating film and the missing hiramalcie on the rim. Black 
sabi was applied lo lhc black urushi parls and gold sabi was applied to the gold hiramal,ie parls. They 
were both consoliclalcd wilh rose urushi and sulci urushi. 
15. K iwasabi 
In order to prcvenl [urlhcr delachmcnl of Lhe coating film that may be caused by slight conlacl of 
fingers, a very smal amount of fine sahishilaji was applied to the edges of the coating film. Surroundｭ
ing colors were Lakcn inlo considcralion in applying /,iしuasob i. Sobishitoji mixed with hon: 愴it (vcrmilｭ
ion) was used for Lhe inside while black sabi was used for Lhe oulsicl 
16. Reproduction of Lhe nails and allachmcnL of lhe rnelal fillings 
Brass nails were made lo replace missing nails. Commercialy available nails with round heads wer 
cut into the length of Lhe original ones and hammered Lo ma lch し he shape. Four nails were reproduced 
for the metal corner filings and lwo [or Lhe handles. /¥1 the five nails for Lhe lock on the lid that had 
been newly made at past reslorations were repl 
in the nail holes of Lhe melal corner filings, making il impossible lo remove them, smal sized den 。
tist's dril was used lo carve lhe nails. Approprialc amounl of lwlmso was impregnated inlo Lhe nail 
holes to make sure し h a l しhe metal corner filings would be fixed firmly. Dislortions o[ the mclal corner 
fitings were fixed wilh hands before realaching. Each melal corner filing was made by bending on 
sheet of copper plale and allachcd in such a way lhal Lhc joinl would face Lhe side. The melal corner 
rner, which was oul I ine, was relurned lo the correcl posi Lio1 
17. Photographing and documcnlalion 
Photographs were ta ken of Lhe objecl a fler rcsloralion so しhal they may be compared wilh 
photographs taken before restoration. Documenls o f し he resloration were mad 
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【分析 111 1、I): ・ 場所】 2003年 5 月 22 Fl (木） 13 : 30 ~ 16 : 00 
東京文化財研究所修復技術部第1アトリエ
【分析装 ；；,·1~ . 条i'I】 セ イコーインスツルメンツ淋）ポータブル幽光X線分析装 ；；,ｷ;:SEJ¥200 
X線祁，‘詠：Rh (ロ ジウム ）
【 分析糾呆】
祁，、• 屯 I 1: • 怜‘心流 : 50kVｷlOOｵA 
X線照射径 : cjJ2mm 
測定11 、『 l lrl : 100秒
測定糾川気 : 人気
装四ヘッ ド ～査料間距離 約 :::> mm
別紙参、明（図92 、 9 3 )
． 得られた蛍光 ・ 線強炭 を 一此衣（衣 l) に小すとともに、仝測巫帖呆を添付した 。
• 今 1 11 1 の測定糾果に杖l しては、 卜記の ·H項 を I · 分初忍し た I ·. で 、 測巫紺改の解釈が必
災である 。
（］）泣光X線分析では試料に含 ま れている）じ索 を肋淀するこ とはで き るが、その構
造（化学式 ） を 知 ることはでき ない 。
( 2 ) 今 1 111 の 測定では、 イ i機物 (l: J じ索C. N, 0, ! [) や染料な ど の検出 は行 えな い 。
( 3 ) 無機物であ っ ても、 i i iいじ索（例えば/\1 , S i ,S,C I な ど ） の検出 は 1 Jえ ない 。
(4) 得 られた並光 ・ 紗遁渡は表 1 (1 j か ら あ る 深 さまでの糾成hりnxであ 'oJ 。
（令屈鈴i]の楊合数lOµm程度）
(5) lj'i. 一部位の測定結呆だけか ら は、複数の｝じぷが混合されているのか、それらが
陪状にイf在してい るのかの判断はできない 。
(6) 分析機器と査料と の闘灌Htが児なると 泣光 ・ 綜強炭は変化するため、臭なる測定
Iし·rn位か ら得られた強炭を 小1 「I1: に比校する際は十分な汀ぷが必災である 。
(7)'. 泣光X線の検出効半はエネルギーによ っ て人き＜災なるため、元索訓での蛍光
X線の強度比は実際の濃度比と は一致しない。
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図92 '.0Ul'.:X線分析の測巫ポイ ン ト
Measuring poinls of 







図93 幽光 X綜分析の測定ポイ ン ト
( 







Data Fil 泣光X綜強度 (cps)
鉄帥l 銀金水銀
Fe-Ka Cu-Ka Ag-Ka Au-L/3 I lgーし(3
コメント
（推巫 される金属組成）
l 蓋 I ·. 1(1i バ緑 巳 文 ToiletOl 16. 3 36. 0 9. 9 9. 9 (/¥u65%-Ag31%-Cu4%) 
—————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————————--—————————————— ——————— 
" I. ・ 作 I I 'V- 文 Toilet02 J0.2 17.1 ILl.3 169.5 Au は枯l IJ H の彩糾限あり
···········---一ー·····-一―――-------ー・・・・・・... -................. -.............. -.................. --.. -.. - .. ——.................... ー・・一··-――――. ... .. —————— 
'.1 1 Iｷ 一 部 'V-ii、'ii絵 Toilel03 14. 8 164. 3 (/¥u > 99%) 
-.... -. . ...... -.. • ーー・・――――――――... ——————————————————..... ――――――――·-――――――――ー・・.. —————————........ --————.... ...... .. —.. ーー・・・・・・・――― ――――. .. ——— 
4 " 左 I ·. irn 菊花又 Toilet04 21.0 10.3 169.7 (八 u74%-Ag26%) 
—............. —-· ————————————————————————————.... ......... —ー・・....... —ー・・・. -............. -... -..... -.. --. --ー・・．．．．．． . ．．．．ー一... ——····•· · —.. ————— 
5 / /「: Iｷ. /'i~ 梨地粉 ToileL05 60.6 18.8 5.3 62.6 (/¥u94% Ag3% Cu3%) 
ー ・ -------------------------------- ------- ------------------------―――― ——————————— 
6 1 :rｷ:ｷIｷ. /rn り） 金 ToileL06 12.8 :、34 . o 9. 9 1 o. 7 J,',l In! の ；j診烈限あり
----------
• ー・・・＿＿＿＿＿＿＿＿＿――――――――――――――――――――――― ―- ----------------------------------- ——— ——————————— — ―ー・·一·-···-· • ...' ---- -一● • - -ー-ー一 ----------
I :rｷ:ｷI I I 火 面 F. ToilcL07 6.4 1.9 20.3 60.0 J\u は 周 !Jl: j の 贔猜•限あり
- - ---------――--――ー・~ ——————————————----- ---------------------------
___________ ----------- ----------
I ~ ゞの火 Toilcl08 '.35. 9 1. 9 JI 6. 8 (/¥u 60% /¥g37% Cu5%) 
一ー・・ ・ ・~ ―――ー ・ 一――――――――――――――――――――――――― ―---- --- --- ----------------· 一ー ・＿＿＿ __ ---- - .. , 
_______________ _ 
J / ; 憫 I I ,;'ド 色 Toilcl09 24.0 15.0 81.2 (,U.7) ,;'ド 色材料の , =ー'. }J父分 は Ilg
ー・・・・・ー一・ー・- -------------------------------------------------------------------. -――ー・···-――――――--- ---- - --- ——----------
I O " I外J · ,)ド色 ToilelJO J6.l 17.2 96.'.i (S4.3) ,)ド色材料の l 咸分はHg
-----------·--------------- -------———————————————————— ————— 
ー一ー・・・・・＿＿＿＿＿＿＿
———————— 
1 1 イ午物の 1沐]· ,)い色 Toilelll J2.3 28. l 144.7 (73.7) ,Jド色材料の i 威分はH
--------------------------------------------------------------------------
————---------------- --
12 1 I ·. 」'Jx Toilcl2 70.3 12.4 4.7 28.1 (/¥u88% /¥g7% Cu5%) 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ー一一- - ---------------------------------------------------------------一――――--―――― —————————-· ー・ 一ー・・＿＿ ______________________ ____ 
]3 I 1-.J:)支 人物の 汎'.[」·_ Toil e し 1 3 18. 5 J5. 5 1:35. 7 (Au ヽ 99% )
14 I 人物の彦~-1 ~ かい唇 ToilelLJ. 16. I 175.9 (89.LI) 1)依色材料の L成分はH
I 5 " 1';-J l L ii、\i絵銀色 Toil el1 5 l5.5 27.6 76.8 
. ｷｷｷｷｷ-ｷｷｷ-ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ ―――――――ー・・・ 一
16 身背 I(1 i 撫［の化び ら Toilel16 15.8 16.1 163.: 
——• -————-. -―――-··-------響.. -----------. . . . . . . . . . . . . . . . . ...... -. . . . . . . . . . . . 
] 7 I t佃［の化び ら ToileL17 1:3.1 18. I 192.8 
. . . -....... -.... --.... ———.. -———————..... ——————————... ——. . . . . . '.. 一・
18 1 lｷ.J, 支 To il cLJ 8 37.l 22.6 ~-3 r:;r:; 、
ｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷｷ-ｷｷｷｷ--ｷｷｷｷｷ ———... -... ――ー・・・・・- . . . . . . . . . . . . . . . . . 
]9 I 瓜jの化び ら Toiletl9 15.3 19.7 94.0 
·······-—.............. 〇囀...........................-. . . . . . . . . ————. -. . ............ . 
20 1.} Iｷ_ 1(i ' Iの背 ，ぶ'i Iｷ. げ ToilcL20 16.7 212.0 
. . .......... ———————————————————————————————————————————. . . . . .  ..... - . 
21 II イ i緑 HJ'l-文 To il et2 1 43.:3 71.: 
(/¥.u3 I% /¥.g69%) 
(/¥ LI ヽ 99 % )
- --------
(/¥u > 併）9%) 
--- ---------




（八 LI > 99%) 
——— 
(/¥ LI ヽ 99% )
I g L(J は J\.u - L/3の一. /'i!S と 「 なるため、 Hg-L(J強度介Iり は J\.u L(J ピー クの• 部 を 含んだ1直であ ·o1 0 
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X-ray Fluorescence Analysis of the Materials of "Genji Makie Raden Cosmetic Box" 
J/¥Y/¥KAWJ¥ Yasuhir 
aLional Research Institute for Cultural Properties, Tokyo 
1. Apparatus and Conditions of Analysi 
Portable X-ray Fluorescence Spectrometer SEA200, Seiko Instruments Co. Ltd. 
Target: Rh (rhodium) 
Tube voltage ｷTube current: 50kVｷlOOｵA 
X-ray irradiation diameter: cp2mm 
Measuring time: 100sec. 
Distance between the apparatus head and the object: approximately 5mm 
2. Analytical Results 
Twenty-one positions were selected and measured. X-ray fluorescent intensity obtained is listed 
in a table. Fluorescent X-ray was obtained from a certain depth of the sample (in the case of 
metallic copper: approximately several 10ｵm). In Lbe present analysis, light elements (i.e. Al, Si, 
S, Cl) and organic substances (major components C, N, 0, H) cannot be detected. Furthermore, 
since the detecting efficiency of fluorescent X-ray differs by energy, X-ray intensity does not 
correspond with the actual concentralion. 
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Results of X-ray Fluorescence Analysis of the "Genji Makie Raden Cosmetic Box" 
X-ray fluorescent intensity (cps) 
No Measuring points Iron Copper Silver Gold Mercury ※ Composition assumed 
Fe-Ka Cu-Ka Ag-Ka Au-L(J Hg-L/3 
] Upper face of the Iicl, left edge, 16 3 36 0 9 9 9 9 (Au65%-Ag3J %-Cu4%) 
/om゜e design 
2 U ppcr face of the lid, upper 10 2 17 1 14 3 169 5 
portion, hyomon 
3 Upper face of the lid, upper 14 8 164 3 (/¥u >99%) 
portion, hiramakie 
4 Upper face of the lid, upper lefL 21 0 10 3 169 7 (/\u 7~% - /\ g26%) 
portion, chrysanthemum 
5 Upper face of the lid, upper 60 6 18 8 5 3 62 6 (Au9il% /\ ~3% Cu3%) 
lc[L portion, nashzji powder 
6 Upper face of the lid, upper 12 8 34 0 9 9 ll07 
portion of the rock, kirika加
「7 Upper face of the lid, center 6 4 11 9 20 3 60 0 
of Lhc rock, silver bead 
8 Upper face of the lid, fruit 35 9 ]1 9 116 8 (/¥u60% /¥g37% Cu3%) 
of a Lrcc , Upper face of the lid, ok｣me, red 24 0 15 0 81 2 (43 7) 
10 Upper face of the lid, 16 1 17 2 96 3 (54 3) 
undercoating of makie, red 
1 Upper face of the lid, 12 3 28 1 144 7 (73 7) 
undercoating of makie 
on Lhe /dmono, red 
12 Upper face of the lid, 70 3 12 4 4 7 28 1 (/¥u88% /¥g7% Cu5%) 
n vcrban k 
13 Upper face of the lid, riverbank, 18 5 15 5 135 7 (/\ LI ヽ 99°0 )
over the head of a person 
14 U ppcr face of the Iid, face of 16 1 l 75 9 (89 4) 
a person, red lips 
15 Upper face of the lid, rock, 15 5 27 6 76 8 (A u3 I% /¥g69%) 
ma/lie, silver 
16 Back o f しhe body, petal of 15 8 16 1 163 3 (/¥u > 99%) 
a 1adeshilw flower 
17 Back of Lhe body, petal of 13 1 18 l 192 8 (/¥ LI ヽ 99% )
a nadeshilw flower 
18 Back 0｣the body, riverbank 37 l 22 6 5 3 55 2 (/¥u93% Ag2%-Cu5%) 
19 Back of しhe body, 15 3 19 7 94 0 (Au~5% Ag55%) 
petal of a chrysanthemum 
20 Upper face of the lid, back of 16 7 212 0 (J¥.u>99%) 
the cow, taka-age 
21 Upper face of the lid, right 43 3 71 3 (Au> 99%) 
edge, peony design 
*Since Hg-L/3 overlaps with a part of Au-L/3, the value of intensity of Hg-L/3 contains the value of a part of Au-L/J. 
